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I 本県における事故事例調査の結果
1 調査のね らい
理科学習指導の充実を図るためU亡、実験 ・観察や製作活動はきわめて大きな意義をもっている。
しかし、との実験.観察や製作活動は、ややもすると事故発生の危鹸を伴勺ものである。したがって、
その指導VL~うたっては、 極力事故の防止κつとめて、児童生徒の安全を図るとともに、 王堕科本来の目標
を遂成するようにしなければならない。
ととV亡、本県に沿いて最近数年間に実際K起とった事故の実態をはあ〈して、その原因を究明し、
今後の理科指導陀沿ける事故の絶滅を踊っ て、との調査を実施したものである。
2 調査の内容
ζの調査で事故として扱D範囲は、理科学習中の事故はもちろん、理科学習に関連した事故は校内、
校外Uてかかわらず事故としてとbあげた。また、理科学習と直接関連がな〈とも、児童生徒の指導上知
って会〈必安があると考えられる事故についてもとDあげた。
たとえば、次のような状態が生じた場合である。
。人の生命が失われた場合、また、傷害が起き、手当を必袋とする状態にな った場合。
o衣類が着刷K耐えないほどの損傷または汚染を受けた場合
。実験器械 ・器具なよび標本 ・模型?をどが破損した場合
口建造物や屋内施設 ・設備が損傷された久薬品がζぼれて床ゃ机K損傷の起とった場合
とのような観点で事故事例調査を笑施したのである 1.Ji. 主な調査項目は次のとbりである。
(1) 学校種別と学年
(2) 事故の起ζ った年月
(3) 事故を起とした実験や操作の種類
(4) 事故の発生状此
(5) 推定される事故原因
(6) 発生の場所 ・とき
(7) 傷害状侃 (被害者人数、傷害の種惣、傷害の程度、傷害の部位)
(8) 施設 .設備、器級・器具の破損や被服の損害の程度
5 調査の方法
(1) 調査対象 全県下の小 ・中・ 高等学校(国公私立を合む)の児童生徒ならびに理科担当教員
(2) 調査方法 県立理科教育センターよb各学校長あてに文書で依頼
(3) 調査時期 昭和40年 10)3 5日から同 10月2 0日まで
(4) 調査の対象とした期間 昭和 37年 4月 1日から昭和 4日年?月 30日まで (3年6か月間)
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4 調査の結果および考察
(1)応答状況
--調査校数 応答校数 無応答校数|応 答 率寸戸'"ーL 校 8 1 3 絞 6 1 1 校 2 0 2 校 7 5.1 5 % 
中 学 校 379 2 8 7 9 2 75.72 
高等学校 9 2 8 3 ? 90.22 
計- 1，2 8 4 9 f31 303 76.40 
(表ー1) 
応答率は、小 ・中 ・高とも 75%をとえ、 ζの穫の調査としては高率を示した。
(2)応答内 容
学校穂別 応答校数
事故の有無
事故発生率
事故有事故件数事故縦
学 絞 61 1 校 41校 47件 570絞 6.7 1; 
中 ~ ι 校 287 48 62 239 16.7 
品 等学校 83 9 ? 74 1 0.8 
計 981 9 8 1 1 8 883 1 1.4 
(表ー2)
応答のあった 981絞について事故の有無をみたのが(表-2)である。事故のるった学校数ょ bも
事故件数が多いのは、 1か絞るた.!J2件以上の事故を含んでいるためである。
事故発生率は、応答校の5ちで事故のあった学校のしめる割合を 100分率であらわしたものである。
校種男IJVCよっ て、学校数 、)，じ谷;併が異在るので、厳密な比較はできないが、一応のめやすとするととは
できょう。
(3) 事政の種類別件数
鑑十の使宣上、事故を起とした実験や操作の種類、発生状侃推定される容故原風発生場所・と
きなどκょ夕、事故を 5つの類塾に分類した。
類型 t 熱源・加熱に闘する事故一一一熱慌たとえばアノレコーノレランプなどの収タ扱いによって
起とった事故と、加熱中の不注意VCよって起ζった事故
類型 2 強酸 ・強アノレカリ、有毒気体の.!lu 扱いに関する事故一一一 強段 ・強アルカリに属する薬
品κよる手放と、塩素・エーテJレなど有毒気体の吸入によって、呼吸困鉱 固まい
頭痛などを起とした事故
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重量型S 水素や花火 ・火薬などの取b扱¥/>VC関する事故一一一水素やアセチレン陀よる爆発事故や
、花火遊び、火薬遊び中の事故、塩素酸カリや黒色火薬などκよる爆発事故アJレ
コーノレやガソリンなど揮発性、引火性薬品による事払
類型4 器具 ・工具の取b扱い陀闘ナる事故一一事故の直接の原因が、ガラス器具やハンマー
工具解剖器具などの取b扱いκよる事故
類型 5 野外指導に関する事故一一野山での自然観察学習中、堤防から落ちてけがをした久い
ね刈タ中Itr.鎌で足を切るなど、野外指導中κ起きた事故
ι比の 5つの類整によって、絞極別Kその件数を表示する。
類型 事故種男1
1 熱源 ・加熱に関す
る事故
強酸・強アルカリ
2 I有毒気体に関する
事故
水素や花火・火薬
3 I に関する事故
4 I器具 ・工具に関す
る事故
5 I 野外指導に関する
事故
(表-3) 
以下、 各種盈に属ずる事例の概略と、報告された事故原因令よび今後の対策κっしqて考察する。
a 不安定な場所に沿いたb、机や机上にあるものを動かしたタ
してアルコールランプが倒れ、流出したアルコール陀引火する0
12アルコーノレランプ ト b アルコールの量が少なかったため、中の気化したアJレコー Jレ
1tr.51火し、 しんが飛ぶ。
C マッテをさがすととをなζたD、アノレコーノレランプAからB
K点北しよ βとして器をかたむけ、流出したアルコール陀引火
1ガソ リン噴灯 一一- a 沼田式ガソリン噴灯を使用中、操作をあやまb、ガンリンが
噴出して、喋灯の口、周辺に引火する。
十 a 加熱中試験管ばさみを使用していなかったため陀、硫酸 ・水
8突 沸 一一一| 散化ナトリクムなどが突沸して手にかかる。
Lb のぞきとんで、 とろけたろうが顔Uてかかる。
2その 他一一一-lI. 結晶をとh出す実験で、高温蒸気が手κふれやけどを負う。。
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アルコーノレランプは、構造も簡易でしかも使いなれているというととから、教師もじゅうぶんな注意
を怠タがちκな夕、児童生徒も安易K無暴な取b扱いをしやす〈なる。
また、突桃1'(関しては、試験管で強酸や強アルカリを加熱するとき、液のない部分に炎がふれないよ
うにすふとと、た •• tず振b動かすか、ガラス球などを入れるかして突沸を防ぐととなどについての技術
的な指導を確実に行念わなければなら念い。と(1'(、実験操作κあたって、注意事項が守られているか
どうかを確認するととが必要である。
匝E
2 8件
a 希硫酸を作る眠肉J手のびんを使ったため急激な反応熱でびんの
底がぬけ、床U亡とほれたb、衣服についたbする。
b 指1'(ついた浪銃殺を知らずK顔Uζつけたb、後始末の際、あやま
12 強 敵よって手κつけたbナる。
6 強アルカリ
c 二厳化炭紫の捕築実験中、捕集ひ・んへ遁じるコ・ム管が古ぐな.9< 
っつき合って通気できなかったため、フラスコ中の塩酸がロートへ
逆流し手にかかる。
d 塩厳からはげしく発煙する塩化水素ガスの臭いをか凶で、顕繍を
訴えたb、多量κ吸入したため呼吸困難になる。l … ……の峨糊即即ん~化伽いい…ナH川……ト川川…リ山ウμム  κ
b 葉脈標木を作成中、 長時間の加熱でa滋設度のζ 〈なつた水E酸童化ナト
リウムを手や指Uてつけ楽傷を負う。
C 縫いアンモニア絞をろ紙Uてつけてなめたため舌がただれる。
I a ，<鋪集した塩素をまともに必κ向けたためK中毒症状を起ζしたり、
5 有毒ガスート ¥・多量の塩紫をかぎ呼吸困難に在る。
Lb カエJレをエーテJレで麻酔さぜて解剖を倒始したとζ ろ、しばら〈
しt、ひとDの生徒がエーテルVζ酔いたむった状態になる。
・5過重量化水素水 -a 酸素繍集実験で、市販の 35%過隊化水素水をうすめ骨てそのまま
使った夕、また、 うすめ方が不充分でるったbしたため、急激な反
応/f(よbフラスコが爆発したb、被が手について薬傷を負ったbす
る。
硫酸・塩酸や水酸化ナトリウムは、小学校でも使用される薬品であるだけK、その取D扱いが安易1'(
司i:!>やすい。とれらの主袋な薬品κついては、その佐賀 ・5すめ方 ・危険性と収b扱h上の注意 ・起ζ
bやすい事故と処置のしかたなどを、それぞれの学年や教材に即して事前にじゅうぶん指導する ζとが
必要である。また、学習活動の進行中VL'4l.教えたはずだからだいじょうぶと考えないで、絶えずその
徹底を図らなければならない。
強酸 ・強アルカリの薬品は、とくに必婆でないかぎり、泌いものを教室に持ちζまないととが必袋で
ある。被を 5すめるにあたっては、自分援でやるようなととは避けて、正確に針温し、必ずその名前と
-4-
濃度を明示してお、かなければ左らない。
塩素の吸入による事故例もみうけられるが、以前は毒ガスとして使用されたほど毒性の強いものであ
る。また、過酸化水素水はォキシドーノレとして身近にあるととから、濃度の高いものが人体IfcEzぽす危
険性が非常vc大きいととを忘れがちである。いずれも、 じゅうぶんな注意が望まれる。
画E
1-1 ~ 水 素-a 発生川る水素κ点火山、発生装置が爆発し九
1アセチレンー-a 中学校で教師が演示実験中、捕集したアセチレンに点火したととろ
爆発し器具が破裂した。
a 花火の使h方を知らず、逆の方kて点火し、どうしたのかとのぞきと
んだととろ爆発し、顔面陀やけどを負5。
I-b 7-とAく (2B弾~ど)をポクツトに入れて遊んでいるうち、 摩擦Uてよ
って自然発火し、胸、足などtてやけどを負う。
2 8 件十 1 5 花火 ・ 火薬 ~c 飛びはねる花火がわらぶき屋根や枯草の上vc川、ポヤ同る。
d 花火から抜いた火薬を集め、爆発力をためそ5と容器花入れふたを
して振ったと ζろ爆発する。頭部、目、手κ重傷のやけどを負う。
e どみ捨て場から拾った雷管K点火し爆発。
f 中学校のクラプ活動で教師の目をぬすみ、横紫酸カリ tて赤燐をまぜ
て摩擦し爆発。
i a 屋外で遊んでいるうち あやまって付近にるったガソリンκ点火し
ガンリン|
アルコーJレーi 51火する。
L.b 家庭学習で、アルコールで板を焼〈作業中、火のそばでアルコーJレ
を操作し引火する。
水素の実験κbいて、発生している水索。て点火したら発生装置が爆発したという事故例は、過去にも
しばしはあって、かなりの傷害を生じている。管端κ点火した尖が、発生器の中Ifcまで伝わって爆発す
るものであるカミ水素の発生と燃焼κついての実験装置をじゅうぶん検討する必要がある。不完全な発
生装置を過信して、水素の発生状dr.や空気の混合状態を硲忍する予備実験もせずに、いきなb点火した
ものもあろ 5。ζのよ行な飽食を伴う薬品または装置を用いる実験κついては、確実念予備実験を必ず
行なうとともU亡、よb安全な他の方法を工夫するととも必要である。
花火や火薬のいたずらから生じる事故例も多い。市販の花火は身近なものであるだけに、その取b扱
v>~てゆだん治生じやすい。花火や火薬iの量が多〈なると、 その爆発力ははかb 知れない〈あい増大する
ζとについて、児童生徒の注意をうながし、危険防止につとめるととがたいせつである。
クラブ活動などIfc熱心な児童生徒は、ともナると理科薬品を自由に持ち出したD、興味本位の実験を
したbすることがあるo 教師は、児童生徒の実態をはあ〈して、放任し左いととが必要である。
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直~H I
a 装置を組み立てる眠ゴムせんKガラス管を、また試験管Kゴムせ
んを強くさし込んで、ガラス管や試絞管をわる。
1-b スタンドにガラス器具をと bつける際、ねじのすべbが悪かったb、
17ガラス器具斗 きつくしめすぎたタしてガラス器具をわる
c 実験準備中V亡、ガラス器具にひびわれやひずみが在いかの確認を晶、
ζたったため、か闘中に容器がわれる。
d メスシリンダーの口がかけていたため、白盛りを読もうとのぞき ζ
んで頭を切る。
2ガラス細工_.a よく熱しないうちに力を入れすぎ、折れたはずみK右手に持ってい
え部分が左手の指κささる。
3 2件→-5ハンマ ー-a 小さな石をわろうとして自分の指をたたいた人調ひ'散った破片が
隣bの児童κぶつかったり、ふb上げたハンマーが隣bの児童の前歯
にぶつかる。
4工 具-a 工作的友作業中、切傷や打撲傷を負九
r-a 解剖針で前席の生徒の腕にいたずらをしていて、誤って 3C1Tl程の採
5解剖器具| さK達し、針が途中で折れる。
l ， ， L b 良の解制実験で貝を閲〈時、メス聞を入れすき手指を切る。
1ガスホンヘ ー-a IlJl付ねじをまちがってゆるめたため、高圧ガスKよって減圧装置の減圧装置
前面の鋳物が 10 cm程吹き飛んだ。
ガラス器具K倒する事故伊lは、いす':h.もガラス器具の収b扱h や実験装置の組み立てκついての基礎
技術が未熟左ために生じたものである。~る意味では、とのよう衣失敗を く D 返しながら、ガラス器具
の取b敏いが上達するとも考えられるが、児章生徒のガラス器具に関する知識・能力 ・経験などを考慮
して、そのつど適切な指導をすれば、かな bの程度まで防止できる事故であろう。
ハンマー・工具・解剖器具などに関する事故例もみられる。日常使いなれた工具でも、正しい使用法
の指導を怠ると恩わぬ傷害を生じるととがある。工具の使用K関ナる技術上の指導は、教材や学習活動
"opして、意図的段階的K行なうととが必袋である。また、町議使hなれた工具でも、本来の目的以外
κ不適切左使い方をしたりして、傷害または器具の倣損を起ζすζ とが多いので注窓が建まれる。
圏三1r 3 野山での自然観察学習中、臓から公川、慨につまづいて足κけがをする。
7件_r2 田植えゃいね刈bで、ガラスで足を切ったb、鎌をなとして足にけがをする。
卜1 海岸組物を採集中、海中で足をナべらせ岩のかどで足を切る。
L 1 巣箱とりつけ中、木からbちる。
聖子外指導陀関する事故伊lは、件数も少な〈傷害の程度も軽いと考えられるものがほとんどである。野
外伝導では、 とかぐ開放感から児童生徒に気持のゆるみを生じえ夕、教師の指導管理が不徹底Kなった
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bするととがある。野外指導での事故は、ややもすると人命にかかわる大きなものとなbかねをいから
適切な指導と管理が必要でるる。ととU亡、現場の状況が、指導内容からみて適切かどうかはもちろん、
児童生徒の安全を確保するにじゅうぶんかど句かを、事前Uて確認してなぐととが建設れる。
(4) 傷害状況
傷害の部位
その他 15 
器具・工具に関すItrタト指導に関す
る事依 |事故 合計
18 
92 
日じ
26 
32 
55 
6 
1 4 。
3 
31 
87 
(表-4) 
事故が発生しても、器械・器具の破損や被服の損害だけですみ、人員の傷害
を伴わない事故もある治人 (表-4)でみられるように、傷害を伴う事故がほ
とんどであり、事故総数の 78 % !rC:t'よんでいる。
事故によって傷害を受けた人数をみると、水素の燃焼実験や火薬遊びによる
爆発事故では、 H牛κついて 2名以上の傷害者を出した事故が多〈、事故件数
の2倍近いJ'j設がけがをしている。
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5 ま と め
ζの調査を通じて感じたととは、理科教育の充実K対する各般の努力κもかかわらず、事故の発生件
愛えととK児童生徒の傷害を伴う事故件数がかなb多いというととである。幸いtrcして傷害の程度は縫
いものがほとんどでるる沙え原故原凶やその場の状仇から考えると、霊傷または人命にかかわる事故κ
?をbかねないものがいぐつもある。 ζれらの中Fζは、児童生徒の知識や技術が未熟なために生じたもの
もあるが、教師の指導b よび教材研究の不足から生じたと考えられる事故事例も含まれている ζとは、
残念なととである。
とζI'C報告された事故のクースは、 事故事例の典芸包的なものと考えるととができょう。個々の事~J VC:
ついて、その発生係閣や発生状侃をみて、今後の指導!t(じゅうぶん活用していただけたら幸いと思う。
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日。事故事例調査からみた事故防止対策
1 は じ め花
とれまで、本県;こなげる事故事伊u調査の結果にもとづ1ハて、 主として事故の種類別件数なよび傷害状
況に関して述べてきたカえことでは、小学校の理科学習指導に関する全国的な事故事例とその防止対策
について述べたいと足、う。
理科学習指導に関連した事故事例の全国的な調査結果としては、全国理科教育センター研究協議会の
手で、 「事故事例集」として刊行 (昭和41年2月)されたもの力九最も新しく広範箇に及んでいるも
のと考えられる。本県にかける事故事例調査も、との全国的調奈の一環として実施したものであ夕、調
査のねらい・内容・方法については両調査ともほとんど同様で、すでに前主主で述べたとシりである。 ζ
の全国的調査には、各県の学校から 2254件になよぶ正確な資料が提供されたが、とのうち小学校に、
bける事故件数は84 1件であった。乙の事故事例は、小学校の理科学習指導に関連して起とりやすい
事故のほとんどすべてを含んでいると考えられる。以下、ぞれらの中の主たる事例にヲいて事故の発生
;民兄を具体的に紹介するとともに、 その事故事例Uj;~よび発生肉兄に応じた事故防止対策について、 「理
科実践になける事故の防止J(文部省 ・昭29 .明治図書〉、 「小学校理科指導書J(文部省〉を参照
しながら述べたいと思う。 ζれらを通じて、悩々の教材にかける学習場面と関連づけた検討がなさtL.
各学校なよび学級の実態、に即した事故防止の具体策が確立されるととを願うものである。
2 起こりやすい事故とその防止対策
(1 )野外指導におりる事故とその防止について
①野外指導における事故
a 野外の指導には、山や川、地層などの様子の観察、岩石や鉱物・生物の採集、生牧YJ)生態の観察
などがある。 ζのときに起ζ る事故としては、次のようなものが多い。
b 
。川やがけ下などに落ちた久悔の波にさらわれたりする。
0 海辺の採集で、貝がらなどで足を切った久うになどのとげをさした夕、野山で、のばらやか
らたちなどのとげやはりにさされたりしてけがをする。
。毒のあるへびにかまれたり、毒がやはち・あぶ・けてPしなどにさされたりする。特にはちなと
の大群に公そわれて、思いがけなh事故を起ζした例もある。
。毒のある穏物の実やきのとなどを食べたり、うるしなどにかぶれたタする。
。沼の植物採集のとき、はだしで沼にはいったため、びんのかけらで足の裏を切った。
o 朝顔の鉢植えの中を見ょうと前にかがんだととろ、支柱の竹の先で目を突きどうとうに傷を受
けた。
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o 春の野山で植物観察中、雑草が繁っていてくほ地が見えず断層の〈ぽ地に落ちた。
o 森林観察ののち、やぶの中を下11中、 地上1m <らいの所にあったスズメパテの巣をとわし、
女子児童玉名がさされた。
o 生物の冬越しの野外観察中、棄がついていなかったのでうるしの木と同うととがわからず、手
で折ってかぶれた。
o じゃがいもの植えつけをするため、 〈わで畑を耕すとき、 1人の児童のふタあげた〈わが、う
しろの児童の頭にあたった。
o 地層の野外観察のとき、径 1scm程度の石を児童が持ち帰る途中、足にたとして軽いけがをし
た。
o 野外観察中、虫あつめに夢中になり、グノレーフ.をはなれてひとタで遠くまでいってしまった。
o 海辺での採集中、磁場で岩片ゃ貝がらでけがをした。
。森林の野外観察学習中、山道を歩いていてマム、ンに足をカ泊まれた。重傷
0 地層の岩質を調べるため、ハンマーでたた乙うとしたととろ、ハシマーがうしるの児童の口にあ
たった。
。鉱物をノ、ンマーでたたいているとき、鉱物の破片が自の中にはいった。
o かわらの石についての学習中、ハンマーで石をたたいたととろ、岩石の破片が隣りの児童の巨
にはいった。多人数のため身動きできないような中で力強〈岩石をたたいたため。
0 地層を観察するため高い所に登りノV マーを振ったととろハンマーが手から離れ下にいた児童の
頭にあたり、中症程度の負傷をした。
②野外指導における事故の原因
とのような事故の原因としては、まず、第1には児童が解放されたととの喜びのあまり、平素のさま
りを忘れて走り回った夕、好奇心にかられて危険を判断するゆとbを失ったりするととが考えられる。
第2には、新たに置かれた自然環境についての無知から生じる場合がある。たとえば、海辺の岩など
にはあbさなどのそう類がついて非常にすべbやすいものであるが、ζのととを知らないために、ガラ
ス器などを露出させて持ち歩き、 ζろんだひょうしにガラスの破片で大きなけがをしたような実例があ
る。
第5には、疲労が大雪〈なタすぎたために注意力が散漫になり、不注意による事故を起とすととが考
えられる。 ζとに都会の主学校などでは、野外につれて出る機会が少ないために、たまの機会を大いに活
用しようとして教師が児孟の体力以上の計画を立てたために過労をきたし、事故を招いたようなととが
ある。
@ 野外指導における事故防止対策
野外に宏ける事故を予防しようとすれば、少な〈とも、次のようなととに注意をはらうζとが必要で
あろう。
a 現地の事前調査を行ない、自然の地説¥生物の状態などをあらかじめはあ〈し、 危険の予想され
る場所には、つとめて立ち入らないですむように指導計画を立てる。
b 現地にかいては、児童の掌援にじゅうぶんな配慮、をする。
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。 教師の自のとど〈範囲に児童の行動範囲を限定する。
。 児童の単独行動を制限い 少なく ともグループどとに行動するようにさせ、やむをえず鞠虫行
動をする必要があったときは、必ず教師に連絡をとるようにしてか〈。
。 危験な場所、畿のある生物などは、前もって注意し、むやみに立ち入ったり、採集したり、蝕
れたり、食べたタしないようにする。また、海ベや)11原などで石や岩の多いととろでは、ガラス
器を持ち歩かないようにさせる。やむを得ないときには、パクツや自の細かいかどなどに入れて
持ち歩〈ようにする。
c 非IFJ理な計画を立てない。
。 児童の心身の負担を考えて、歩〈臨陸や乗車時問、作業の持続持聞などをあんばいする。
。 天候の変化、そのほかの不iIIl知事態が起とったときには、計函を強行するようなζとは避ける。
d 万一の事故に備え、必要な準備、対策を用意してなぐ。
o 救急医薬品の携行。
o 付添の教師、特に懇談教諭・用務員などの確保。
o 非常の場合の述絡の方法など。
(2) 化学実験におりる事故とその防止
①a 酸素を発生させるとき、過酸化水素ホが長すぎると、その発生がはげしくて液を飛散させ、皮
府や衣服をいためる。
。 過酸化水素水は3--5%程度に簿めて使う。
。 ζのときの酸素の発生量は約10 --1 5倍容であるから、あらかじめ必要量の酸素を考え、そ
れを発生させるのに必要な介だけの液を使用する。
b 
o 試験管に入れた二酸化マンガYに過酸化水索水を入れたら急に吹きだした。過酸化水素水の限
度が高かったためと一度に多〈加えたため。
。 発生装置のゴムせんが飛び出し、過酸化水素水と二酸化マンガンの混合液が顔面にかかる。過
~化水素水の波度が 1 0 %であったため、酸素の発生が激しく、圧力がましてゴムぜんと混合液
がとびだした。
0 三角フラスコへ粉末二酸化マンガンを入れ、次に過酸化水素水を入れたら、発生装置が破裂し、
内容物が飛び散った。 35 %の過殴イヒ水素水を使ったため急激に酸素が発生した。
。 巡酸化水素水と二段化マンガンより鼠素をとるとき、ガスが発生しないので、発生器をふった
ら容器が破裂した。コ・ム管が折れ幽っていたのに気づかなかった。
②a 境素酸カリウムに二酸化マンガンを加えて加熱し、酸素を発生させるときに、二酸化マンガン
に有機物が混ざっていると、装置のなかで爆発が起ζ 夕、装置を破損したりけがをしたりする。
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。 あらかじめニロ化マンガンに有機物が混ざっていないととを確かめてから使う。ぞれには、ア
ルコールランフ・の炎のなかへζれを落として燃えるようであったならば、混ざり物がある証拠で
あるから、燃焼さ.らの上でとれを燃やしてしまってから使うとよい。
b 
o 言実感搭で塩素殴カ リウムと二酸化マンガンの混合物を加熱中、管底の一部分だけを加熱したた
め、試験管がわれえ。
③a マッチの扱い方が悪いと、やけどをしたり、 火災を起としたhする。
。 マッチをするとき比中箱をきちんと入れて、終品のついている頭のほうと反対の向きにする。
o マッチは、大箱を直接使わないで、小箱に分けて使う。
。 マッチのもえさしは、必ず水を入れた所定の器物にλ}1..て消す。
b 
。 マッチをするとき、マッチ箱が古〈火がつきにくかったため力を入れたら、火のついたマッチ
の軸が抑1て飛ぴ、隣の児童の取をとがす。
。 アルコールランフ・に点火するさい、マッチの中箱をじゅうぶん納めないですったため、マッチ
箱に引火、爆発的に燃え、児童の手なよび頭髪をとがした。
。 火を治したばかタのマッチをつかんでしまい、手の指に縫いやけどをした。
。 軸木がまっすぐでないマツテをすったと とる、軸木が折れて、点火したマンチが前の生徒の顔
にふれ、軽いやけどをした。
@a アルコーノレランプにエれやけどや火災を起こすととがある。
o アルコ ノーレランプに点火するとき、しんの口が、ひ・ったbとふさがっていないと、なかのアル
コールに引火するととがある。
。 アルコールの量が少なすぎる場合は、びんのt.rかにアルコールの気体がた〈さんたまって、そ
れが緩まって引火、爆発するととがあるから、いつも 7--8分自ぐらい入れて使用するがよい。
o アルコールランプの炎はうす〈て明るいととろでは見えにくいので、不注意に触れてやけどす
るととがある。使わないときは必ず消してな〈 晋慣をつける。
o アルコールランプにアルコールを入れるには、必ず火を消してから、議斗をさして静かに入れ
る。
b 
o 点火したアルコールランプがそばを通った児童の上衣のすそにひっかかり、床に落ちて破損し
流れ出したアルコールに引火した。
ロ アルコールランプでビーカー中の食塩水を熱しているときアルコールランフ.が倒れ、アルコー
ルが燃えひろがった。 三脚が高〈、 アルコーJレランプの炎がビーカーにとどかないので‘ありあ
わせの台を使用したが不安定であった。
。 手についたアルコールをふき取らないで、マッテでアルコールランフ・に点火しようとしたとと
ろ、手についていたアルコールに引火しやけどをした。
o アルコールランプにアルコールを入れ過ぎあふれ出たのを知らずに点火したため、火力司L上に
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広がった。
o アルコーJレランフ'六個の点火実数を行なったとき、 1伺が異常な炎とに会いをだしたのですぐ
¥ 
消した。アルコーJレとまちがってシンナーを入れた。
0 プルコールランプの火が髪の毛に引火、あわてたためランプを倒しそれに引火。重傷のやけど
を負った。
o アルコールランプからもらい火をしようと して傾けたとζろ、引火したアルコールが飛散して
顔面にかかりやけどをした。
。 アルコールランプにアノレコーノレが少量しかなし 加熱中空気との混合気体に引火したため、燈
しんが鼻先をかすめて天井まで吹き飛んだ。
⑤ a水酸化ナト リウム溶液のなかにアルミニウムの小片を入れて加熱するようなとき、突然液がわ
きたってとほれ、ぞれが皮臓についていためる乙とがある。
。 試験管iこ入れる液の齢多〈てもまぐらいまで。普適時程酌こする。
。 試験管を斜めにして軽〈揺b動かしながら、初めは弱〈、しだいに強〈熱する。
o 試験管は試験管ばさみを使って操作する。
。 試験管のロに顔を近づけたb、をた、人のいる方向に管口を向けたりしない。
b 
o 水酸化ナトリウム溶液と金属とを熱しでいたとき突沸して、液が呂に入った。急に加熱したう
え、試験管の口を人のいる方に向けていたため。
。 水酸化ナトリウム溶液と毛糸とを黙としたとき突沸して衣類にかかった。試験管に入れた液が多
すぎたので、エぐ振る乙ともできなかったうえ、試験管の口の向け方が適当でなかった。
。 試験管にたくさんのせんいと多量の水酸化ナトリウ ム溶液を入れて加熱中、液が突沸して他の
児童の頭部にかかり重いやけどをした。
⑤a ピーカーに液を入れて熱するとき、ビーカーの外側に液がついていたり、アルコーJレランプの
炎で直接熱したり、液のない部分に炎が触れたりすると、ビーカーをζわすととがをる。
。 ピーカーの外側をよ 〈ふさ、石綿付き金網を必ず使って熱する。
⑦a 試験管のなかで木を蒸し焼きにして木性ガスの続生や、炭ができるのを調べる左き‘試験管の
支持のしかたが惑いと割れる。
。 試験管の口を斜め下に向けて支持し、熱する。
b 
。 木材の乾留のとき、試統音に水があった乙とと、操作上の注意の聞き違いによk 加熱、時試験
管破裂。児童 3名が手に軽い傷を負った。
。 試験管でろうを溶かし、発生する気体に点火しようとしたが、なかなか気体が発生せず、のぞ
いてみたとたんろうが額にとんだ。指示量以上にろうを入れたため。
ロ アルコーJレを気化して火をつける実験のとき、試験管に入れたアノレコールを湯でるたためて蒸
発させ、その気体に火をつけたととろ試験管がわれた。
@a あぶりだしのとき、プノレコー Jレランプの炎であぶっていて紙に火がつぐととがある。
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D あぶりだしのと.きに、))レコールランフ・の炎で直接熱するととは適当ではない。やむをえない
ときは、石綿付き金網の上で熱する。炭火か電熱を刑用するがよい。
ノ
b 
ゴ アルコーノレランプにそでがふれ、火がついた。
①a 湯わかしの実験で、熱い水蒸気ゃ湯に触れると、やけどをする。
D 水蒸気は、自に見えないから、やかんのロのそばなどに触れないように注意する。
。 試験管に入れて熱する場合には、ふき出してもよいように試験管の口を安全なほうに向けて辛子
〈。
b 
o 蒸気の庄力でコJレクぜんを飛ばす実験中、コルクぜんがなかなか飛ばたかったので手を出した
ととろふき出た熱湯が手にかかった。
0 熱の移り方の実験中、水そうに熱湯を入れたとたん水ぞうが割れた。
。 試験管に水をスj(.アノレコーノレランプで加熱中、試験管を垂直にして熱したので液が突沸し、手
にかカミった。
0 熱伝導比較実験器のゴム線がとれて熱湯がζ』まれた。
口 真空ふんすいの実験中、ゴム管のピンチコシクを締めたまま加熱したので、プム線が飛び、 熱
湯が四散した。
⑬a 強い酸・アルカリ ・過改化水素水の収タ扱いが適切でないと、皮膚が会かされた夕、衣服をい
プとめたりする。
0 必要な範囲で、できるだけ薄w液を使う。
o 直接、手や指を藁昂に紗(;t1.ないようにする。試爽びんの持ち方、薬の移し方に注意する。また、
固体の水酸化ナトリウムのような薬品を指でつまむようなととのないようにする。
。 味をみるときは、じゅうぶん薄〈して安全であるζ とを確かめてから行なうこと。
o にないをかく・ときは、直接かがないで、 手のひらであ診ってかく・0
b 
o 試験管内の二酸化マンガンに過酸化J.I<紫水を加えて実験し、再実験のためさらに過日化水紫水
を加えたので、試験管内の量が多〈なり、 液がるふれて指にかかり指が白 〈なった。
口 実験の準備中、ガラス棒をとり出したととろ、前時間に使用して洗ってなかったため、過説化
水素水が手について終傷を負った。
o 3 0 %の過政化水素水をメスシリンタ・ー にとb、ピーカーに移すため、メスシリンダーを持っ
たら、外側についていた過酸化水素水が手のひらにつき樹高を覚えた。
o 研究心の強い生徒が水酸化ナトリウムはどんな味がするのかとなめ、口の中を痛めた。
0 酸の味を確かめるとき、塩酸を少し多くなめたので気分・が悪〈なった。
。 手に水酸化ナトリクムがついて、ぬるぬるするのであわてて手を振ったら液が局に入った。
。 試験管の中にはいっていた少量の希硫酸に水を入れて振ったと乙る、小爆発を起として自には
いり通院した。
0 実験終了後、試験管を洗うとき、希硫酸のはいった試験管をふったため、隣の 2名の児童の顔
函にかか久縫い渠傷を負った。
。 水酸化ナトリウム溶液を試験管で作ったとき、試験管の口を親指でふさいで振ったため、液に
ふれた指が白くなった。
苧 14-
。水酸化ナトリクム溶液を指先につけ.便されるようすを調べていたとき、ぬるぬるするのがおもし
ろくて、被をつナたまま長時間放置したので痛みを訴えた。
o 水酸化ナト Pクム溶液をビーカーで調製し、中f1JO)実験に移るとき席を立ったはずみにビーカーに
島蛇もて倒し、同じグループの児童1人が足に軽い薬傷を受けた。
。塩酸と水産量化ナトリクム溶液を海ぜた中和液をなめたら舌を痛めた。指示薬にフェJーノレフタレィ
シを用いたので、中和点の判定がまちまちだった。
。酸・アノレカクが完全に中和したかどうかを確かめずに塩を析出させ、その結品を名量にロ中に入れ
たため舌を痛めた。
。水酸化1ナトリワム溶液と金属とを熱していたとき、突沸して被が飛び散り自に入った。試験管の一
部を強く加熱したうえ.試験管の口を向ける方向が適当でなかった。
。ァノレミニクムと塩酸の反応が弱いため加熱したととろ、反応が激しくなって酸があふれだし、その
一部が児童の顔こかか 1)軽い薬傷を受けた。
。鉄に塩酸を冬景に加えたら、急にたくさんの泡が出たのでびっくりし、試験管を離してしまった。
o 希続敢に金属を入れて反応を観察し. なお継続観察として教室の簡易だなの上に置いたところ.掃
除のさいその容器にふれてこぼした。
0 不用意においた机上の塩酸のびんを倒し、児童のズボγの前部にかかった。教師がせんをするのを
忘れ、さらに児童が実験・観察に夢中になり、そばの塩酸のびんに気付かずひじで倒した。
。いろいろなせんいが統酸に溶けるかどうかを調べるとき.ピツセy 卜で毛糸の端を持って銃酸につ
け熱よく引きJjfたため毛糸が自分の吉良こ免封に軽い薬傷をおった。
。せんいを塩酸の中で煮沸恥液が突沸して他の児童の顔にかかり軽いやけどをした。
⑪ a 石怯油脂のような引火性のあるものを熱していて火災を起こすととがある。
b 
。できるだけ少量を取って、実験するようにする。
o 石油などでは.気休になっていて、これが引火することがあるから、火気の接近には注意
する。
o 葉のはたらさの実験‘で湯せんを用いて葉緑素を抽出中、アノレコーノレに51火‘湯せんなべを用いず大
きいビーカーを使用し.急激に加熱したため。
0 加熱中のアノレコーノレランプの火を消さずに湯せんなべをおろし、中のどーカーをとりだしたため、
アルコーノレラシプの火が引火。
o 績物の葉をアノレコーJレで脱色後.アノレコーノレラシプの火を消さないで、アルコーノレのついた葉をピ
ンセ y トでとりだしたところ、アルコーノレランプの火が引火し手にやけどを負った。
⑫ a はんだを作るとき、やけどをすることがある。
。溶けているはんだは高い温度であるととをよく理解きせる。
。溶けた金属などのなかに水などがはいらないように注意する。
b 
o はんだを器の中に入れるとき、飛びはねやけどをした。
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o 溶かしたはんだを竹の中に流し込んだら、竹がなま竹であったためはんだが飛び手にやけどを負っ
た。
o すずとなまりを磁拠るつぼに入れ溶触し、これを型に流し出すさい落としてしまし1 熱い金属が足
とズボシにかかった。 Jレツボ破損、札床の一部がとげ、足に軽いやけどを負った。
0 るつぼにすずとなまりを入れて溶融し、混ぜようとして針金を入れたとたんに湾けたはんだが顔に
飛び散った。
0 金属を入れて加熱したるつぼを. るつぼばさみでおろそうとしたところころがったので.あわてて
児童がつかみ手に縫いやけどや負った。
。金属の熱伝導実験で温度の高い金属に手をふれやけどを負った。
o 妖の佐賀を調べる実験で、針を焼いて曲げようとしたと念指に突きささった。
0 金属の焼きもどしの実験中、冷たくなったと思ってつかみやけどをした。
⑬ a 試験管Pフラスコによるけがなど。
b 
o 試験管やフラスコの口にゴムせんやコルクせんをするとき.せんがあまりきっすぎると、
無理に入れようとして、口をこわし、手備を切ることがある。適当;な大きさのせんを使う。
o フラスコを用いて真空鈴の実験をするときは、 j~底フラスコを使う。平底フラスコを使う
と、内外の圧力差によってとわれるおそれがある。
o 一般にガラス器具は、薄くこわれやすいから. ガラス綾などでかき回すようなとき、唆を
突き破らないように注意する。低学年では割りばしなどを使う がよい。
o 水蒸気の実験で.試験管に水を4分の 1ほど入れ.ゴムせんをして加熱したら、試験管が破裂した。
コノレクせんを使わずゴムせんをきっく しめたため。
o 水蒸気を作る実験中、用いたガラス曲管の曲がった部分が細かったため.蒸気圧すフラスコ効窃jれ、
2名の児童が割れたガラスで負傷をした。
0 真空鈴の実験でフラスコの排気中、突然大音響とともにフラスコがつ」設もた。メl底ヌラスコてでなく
平底フラスコを使用し.少量の*をふっとうさせて排気していた。
0 ゴムせんにガラス管君主さし込むとき.ガラス管が折れて.せんを持っていた手にささった。
o メスν9yダーに欽片を入れ上下に振ったらノスν3ンダーの底が割れた。
。二酸化炭素の実験で容器の中へ右一灰石を静かに入れなかったので.フラスコにひびが入った。
0 金属のさびの実験で試験管にくぎを入れるとき底に穴をあけた。
0 ガラス水そうを教室へ.i'iI!.s;途中.落として水そうを害jり. ガラスの破片が足の甲に当った。水を入
れすぎて重かったうえ.手がぬれていたため。
。実験終了後.ビー カ ーの!底が創れているのに気づかず、指を入れて洗ったので指先を切った。
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(3) 物理実験における事故とその防止
①ゴム風屈を誤って飲みこみ、のどをふさいで窒息しそうになる。
。ゴム風船は吸わないように注意させる。
②えんぴつのサyクなどを飲みこむ。
0 サックをきかさまにして吹き、笛のように音を出させるとき、誤って口にはいる。やはり吸うこ
とは禁物である。
③太陽で呂志ナいためる。
0 太陽を直接肉眼で見ないように注意する。
o 虫めがねや望遠鏡で太陽を直接見ないようにする。
o 太穆を見るときはいつもサングラスか、色の滋いガラス、またはいぶしガラスなどを使うこと
を指導しておく。
@電気のνョート、感電による事故。
o 乾電池のVョー ト比乾電池令いためるから注意する。電磁石の類を使うときには、必ずスイ y
チを備えて.不要のときは.電流を切っておく習慣をつける。なお.乾電池の薬品の洩れてきたも
のなどは、その処濯に注意をすること。
o 1 00 v電燈線から電気をとるときは、導線に直接.手を触れないように注意する。 1日 Ovを
要しないときは.電圧を落として使府するのがよい。
0 電気器具を取り扱うときは、むやみに器具に借れないように注意する。電流がきているかどうか
を必ず確かめるととや、不用意にスイ y チなどを入れないことなどの注意を与える。
⑤ その他の事故事例
0 簡tの発熱作用を調べているさい、電源、がはいっていることに気づかず児藍がニクロム線にさわり
やけどをした。
o 畿をもって.光を反射させるため窓側に行くとき、いすにつまずきその拍子に鏡のふちで自の下を
切った。未完成の鏡だったのでふちとりがされていなかった。
0 自作風車実E紳に軸として使用した7チ針か被け、患を強く吸いこんだ瞬間のどにとびとんだ。
o 滑車の実験中、実用滑車のロ プーが切れて兇Z置の頭上に落ちた。ロープが弱っていたため。
。モノコード線を張ったとき‘細い線が突然切払はねた線が児童の顔面にあたった。
。風車遊びの際に輪ゴムに手を巻きつけたまま 2日間経過、手に軽症をおう。
ロ ふえっくりのl換誤って3ードをのみ下した。幸い軽症で翌日使とともに排出された。
0 日食で太陽の観察中、いぶしガラスで観察していたが、うす雲かでたため肉眼観察が可能になった
のでいぶしガラスを使用しないで絡協した。しかし.ときには雲がきれ太陽光が強くなっても無理を
して肉眼観察をしたため、自をいためた。
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(4) 生物実験における事故とその防止
①顕微鏡の破損。
。顕微鏡の対物レンズをこわしたり、よごしたり、プレパラートを割ったりするととのないよう
正しい取り扱い ・保管のしかたを徹底する。
②刃物の使用によるけが
o 低学年でくだものややさいなどを切るときには‘くだものナイフを使うようにする(教師が切
ってやってもよい)。
。種子のような堅いものを切るときは、水にひたしてやわらかくしておくか、適当な物にはさん
で危険のないようにして切らせる。
。どんぐりごまなどを作るときに、低学年の児童にきりで穴をあけさせることは危険である。教
腕が穴をあけてから与えるようにする。
@その他の事政事例 卜2
0 顕微鏡を運搬中、落下させて銭筒を割った。
。二枚貝の解吾|陀 貝がらを開くときに.力を入れすぎてメスが走りすぎ手の指を切った。
0 フナの解剖でメスの先で指を切った。フナが小さかったためとメスの使用方法に不なれだったため。
o ~直物の くさをうすく切ると き、 両刃の完全カミソリで指を切った。
o 魚の解剖実験中、 fijf剖ばさみで手を刺す a
。学校医の除草作業中、小型の除草用三つ目で他の児童を打った。雑談しながら作業していたので注
意がおろそかになった。
。午後 5時頃うき草を採集し、同夜夕食後に喧吐などの中毒症状をおこした。農薬(パラチ;:ty)散
布後の水田に入ってうさ草を採集し、その後も魚類を追っ てその地内に数時間いたため。
o 後から押され.コン虫採集用注射針を・持って いた前の人とぶつかり、その針で手の甲をきした。 10
分後にひどいいたみがきたが手当をうけ、間もなく全伏した。
ろ 事故防止のための全般的な留意点
浬科における事故は、児童の安全にカ功ミる問題であり、また、たいせつな器具や資材の損害をきたす
問題であるだけでなく、 これが児謹に大きなνヲ yクとなり、理科の学習意欲をそいだり、せっかくの
目的を達成することができなかったりするから.その防止にじゅうぶん留意することがたいせつである。
しかし.それだからといって.野外学習をおっくうがったり‘実験 ・観祭をおそれたりするよ うなこと
がないように心がけたい。むしろ斑科では、正しい完全な方法を使うことに慣れさせるところにたいせ
つなねらいがあるのである。
この意味において.学習中に教師がどのような指導を行ない.安全を後保していくべきかについて、
研究しておくことが必要である。
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(1)教師lま、指導の場にのぞむ前lこ、安全について特に留意し、指導しなくてはならない事項を明確
にしておく。
たとえば、 「湯のわき方」について指導しようとするならば.こんろなどの完全な扱い方、フラ
スコに入れる水の分量を適切にし、沸騰してきても水が容器の口からあふれ出さないようにすると
となどが、誤りなく行なわれるように指導することを、あらかじめ考えておかなくてはな‘らない。
(2) 実験や観察を行なわせるのに先だって.安全についての適切な指示を与える。
前にあげたような事故の事例については、実験・観察に先だってじゅうぶんに児童の注意を喚起
し.操作や処還の方法を教えておかなくてはならない。しかし.単に教師が話して聞かせるだけで
は児童に与える印象か薄いから.注意事項の要点を板書しておく とか、スライドや映画その他の資
料を利用するとよい。
(3) 実験や観察を実施している閣はたえず児童のすべてに注意をばら，\~必要に応じて注意を与える。
完験や観察はグループ単位に行なわ・せることが多いであろうが、児賓がこれにとりかかったなら
ば、教師!ままず各グループを一巡して.準備や操作の様子を見て回り、それぞれの実情に応じて必
要な注意を与えるようにする。この場合には、特定の-;/)レープのところであまり名くの時間かとる
ことをしないで.なるべく早七 時間内に全グループを見て回ることが必要である。
このような指導を1回行なったあとは、全体の児童の勤きに注意をはらいながら.特に教師の助
言や援助を必要とするグル ープがあれば、そとにいって指導を与えるようにするとよい。
(4)薬品・機械・器具などの整理に注意し.管理をよく行なう。
実験の準備ゃあと始末をよくすることは、理科の学習の一部分と考えてよい。したがって.ζの
ようなことも児童に協力させることは望ましい治主毒薬・劇薬などの妥翠Iの管理については教師の
責任として、厳重に保管しなくてはならない。学習中に化学実験に興味をもった児童が.課外に薬
品を持ち出して実験を行ない.事故を起こ した例も珍しくない。また.破損したガラス器具などを
児童に害を与えない場所に廃棄しておかなかったために.児童』てけがをさゼたという実例がある。教
室内はもちろん、理科室・準備室などがある学校では.常に内部の整理 ・墜とんならびに清潔に努
めるようにしてほしい。
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あ と イミ き
この研究は、木県および全国における埋科学習指導に関連した事故事例謝金の結果にもとづき.事故
の発生原因と状況を検討して.各学校における事故防止対策樹立のための資料を提出しようとしたもの
である。
学校においては.なによりもそこに学ぶ児童・生徒の健康と安全とが確保されなければならないが、
この調査にみられるような事故がときどき発生し、児童・生徒の健康と玄企とがおびやかされているこ
と比まことに残念なことである。ことに、このような事故が理科学習指導に関連して比較的名く発生
しているとと.学習場面における管理と計画と指導とが適切に行なわれていたならば.ほとんどi避け得
たと思われる事故事例が多くみられることに注白しなければならないと思う。
各学校における理科の学習指導にあたって、 ζとに掲載した事故事例とその防止対策を参考にして.
どのような場合にどんな事故が起こりがちであるか、どういうことが事故発生の原因となるかを研究し
て、事故防止のための確実な具体策を各学校の実態に即して検討していただきたいと思う。
この研究を担当したのは、池田修子・渡部字威智で、執筆したのは、池田惇子である。
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